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総合情報基盤センター センター長 柴田 啓司
元号が平成から令和に変わって、新しい時代の










































































Web 会議システム(V-CUBE ミーティング)の活用 
学術研究部 都市デザイン学系 教授 布村 紀男
総合情報基盤センターが提供している遠隔授業支援(テレビ会議)システムサービスを授業以外で，
研究打ち合わせや報告会で利用した事例について紹介する。












































































































個人 PC、研究室保有 PC に、学生自身でもイン
ストール可能な方式。自宅・学外利用も可能。E-






































分かれた Toolbox などが存在するため、現在 52
種類が利用可能となっています。
 
表 1. 富山大学 TAH50 一覧 
数学、統計および最適化 
  MATLAB 数値計算言語 (MATLAB 本体) 
  Symbolic Math 
Toolbox 
数式処理と可変精度演算を用いた計算の実行 
  Partial Differential 
Equation Toolbox 
有限要素法を用いた偏微分方程式の解法 




  Deep Learning 
Toolbox 
深層学習ネットワークの作成、解析、および学習 
  Curve Fitting Toolbox 回帰、内挿および平滑化を用いたデータの曲線/曲面近似 
  Optimization Toolbox 標準的な最適化問題と大規模最適化問題の解法 




  Database Toolbox リレーショナル データベースとのデータ交換による連携 




  Parallel Computing 
Toolbox 
マルチコア コンピューターおよび GPU、コンピューター クラスター上
での並列処理の実行 
コード生成 
  MATLAB Coder MATLAB コードから C コードおよび C++コードの生成 
  Simulink Coder Simulink および Stateflow モデルから C コードおよび C++コードの
生成 
  Embedded Coder 組込みシステム用に最適化された C コードと C++コードの生成 
  Fixed-Point Designer 固定小数点システムの設計およびシミュレーション 
制御システム 
  Control System 制御システムの設計および解析 
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Toolbox 
  System Identification 
Toolbox 
入出力測定値からの線形/非線形動的モデルの作成 
  Fuzzy Logic Toolbox ファジィ ロジック システムの設計およびシミュレーション 
  Robust Control 
Toolbox 
不確定なプラントにロバストなコントローラーを設計 
  Model Predictive 
Control Toolbox 
モデル予測コントローラーの設計およびシミュレーション 
  Simulink Control 
Design 
PID ゲインの計算、モデルの線形化、制御システムの設計 
  Simulink Design 
Optimization 
モデルの感度解析およびパラメーターの調整 
  Robotics System 
Toolbox 
ロボット工学アプリケーション向けのアルゴリズムを設計およびテスト 
  ROS Toolbox ROS ベースのアプリケーションの設計、シミュレーションおよび展開 
  Navigation Toolbox 計画とナビゲーションを目的としたアルゴリズムの設計、シミュレーショ
ンおよび展開 
信号処理および通信 
  Signal Processing 
Toolbox 
信号処理、解析およびアルゴリズム開発 
  DSP System Toolbox 信号処理システムの設計およびシミュレーション 
  Communications 
Toolbox 
通信システムの物理層の設計とシミュレーション 
  Wavelet Toolbox ウェーブレット理論を用いた信号、画像の解析および合成 
  RF Toolbox RF コンポーネント回路の設計、モデリングおよび解析 




  Image Processing 
Toolbox 
画像処理、解析およびアルゴリズム開発 
  Computer Vision 
Toolbox 
コンピューター ビジョンおよび映像処理の設計およびシミュレーション 
  Image Acquisition 
Toolbox 
業界標準のハードウェアからのイメージおよびビデオの取得 
  Mapping Toolbox 地理情報の解析および可視化 
実験、計測 













Database Toolbox リレーショナル データベースとのデータ交換による連携














































図 1に MathWorks 社における富山大学のポー
タルサイトの画面において、「サインインして使
い始める」をクリックしてください。
図 1 富山大学ポータルサイト 
 サインイン画面にて「アカウントを作成する」
をクリック（図 2）。 











図 3 アカウントの作成 
すると、登録したメールアドレスに対してメー






















図 5 アカウント登録画面 
 
無事、作成されると、以下の情報が表示されます。 
ライセンス 4******* (富山大学ライセンス番号) 
ラベル MATLAB(Individual) 



















































Web 関連科目における Adobe Dreamweaver の利用 
 
芸術文化学系 准教授 藤田徹也 
 
 本稿では，筆者が Web 関連科目で演習用に利用している Adobe Dreamweaver の諸機能のうち，












































 実際の Web ブラウザーに近い形で表示・確認
できる。ただしライブビューでは編集はできない。














 また，CSS の設定には CSS デザイナーを用い


















 Dw では単純な Web オブジェクトの操作だけ
ではなく，html5 の canvas 要素や WebGL
（Three.js 等の 3D グラフィクスを含む）にも対
応しているため，これらの高度な要素を利用した
プログラミング演習も可能である。本学部では

























 また，テンプレートと作成された HTML ファ


































    





















的で抽象度の高い React や Vue.js 等のプラット
ホームが用いられるようになっている。また，
Wix や Jimdo 等の豊富なテンプレートと簡易な










guide.html，2020 年 3 月 27 日閲覧 
[2] "Responsinator"，https://www.responsinator.com/，
2020 年 3 月 27 日閲覧 
[3] "React −ユーザインターフェース構築のための
JavaScript ライブラリ"，https://ja.reactjs.org/， 
2020 年 3 月 27 日閲覧 
[4] "Vue.js"，https://jp.vuejs.org/index.html， 
2020 年 3 月 27 日閲覧 
[5] "ホームページ作成 | 無料ホームページの作り方 | 
Wix.com"，https://ja.wix.com/，2020 年 3月 27 日閲覧 
[6] "ホームページ作成サービス｜誰でも簡単・無料 HP - 
Jimdo"，https://www.jimdo.com/jp/， 




























図 1. 課題の編集画面を開く 
 
図 2. 「オフライン評定ワークシート」の選択 
 
 





























































図 5. 評定ワークシートのダウンロード 
 
 
図 6. Excel で開いた評定ワークシート 
 
 

































図 9. 評定ワークシートのアップロード（ステップ 2） 
 
 
図 10. 評定ワークシートのアップロード（ステップ 3） 
 
 

























































































































































図 3 [管理]ブロックの[レポート]の中にある[ログ] 
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図 4 [ログ]の画面を開いたところ 
 
 


































図 6 ログ一覧をダウンロードするボタン 
 











の第 2 オクテット §までは全員一致するが、第
3オクテットは一致しない場合がある。しかし、
† IP アドレスは、例えば 192.168.255.255 のような、3
桁の数字 4 組（これらを第 1～第 4 オクテットと呼ぶ）













§ IP アドレスは 3 桁の数字 4 組で表現され、3 桁毎に
「.（ピリオド）」で 4 つに区切って表記する。この一つ
一つの「区切り」のことを「オクテット」といい、左
から順に「第 1 オクテット」「第 2 オクテット」「第 3
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potato によって（このポテト表現は Thomas .J.R. 
Hughes 先生が 1998 年にブエノスアイレスで開
催された国際会議 WCCM IV; the 4th world 







































































































注釈 2.  「マルチスケール」という用語を唐突
に使ってしまったが，これには安定化法と密接な
関係がある．流れ問題に対するアプローチにはマ























































ここで，ℎ は水深，𝑢𝑢1と 𝑢𝑢2はそれぞれ 𝑥𝑥1 = 𝑥𝑥軸
















































𝜕𝜕𝑦𝑦 = 0   in Ω×
(0, T) (5) 
保存系方程式(1)あるいは(5)に対する時間積分





める．このとき，時間増分量を Δ𝜕𝜕 > 0，時間ステ
ップを 𝑛𝑛 とすると次式のように表せられる． 
𝐔𝐔𝑛𝑛+1 = 𝐔𝐔𝑛𝑛 − Δ𝜕𝜕
∂𝐅𝐅𝑖𝑖(𝐔𝐔)
𝜕𝜕𝑥𝑥𝑖𝑖




 二次元空間領域 Ω を三角形要素𝐾𝐾による正則
な有限要素分割 𝒯𝒯ℎを与え，三角形１次要素の有限
要素空間 𝑉𝑉ℎ，区分連続な部分実数空間 ℝ0を考え
る．ここで，ℎ = max�diam(𝐾𝐾)� ,∀𝐾𝐾 ∈ 𝒯𝒯ℎ はメッ
シュパラメータである． 
このとき，式(6)に対するマルチスケール変分法







𝑛𝑛+1) = (𝐖𝐖ℎ ,𝐔𝐔ℎ𝑛𝑛) + (𝜖𝜖add𝐖𝐖ℎ ,𝔾𝔾ℎ − 𝐔𝐔ℎ)
     −Δ𝜕𝜕 �𝐖𝐖ℎ ,
∂𝐅𝐅𝑖𝑖(𝐔𝐔ℎ𝑛𝑛)
𝜕𝜕𝑥𝑥𝑖𝑖
�    ∀𝐖𝐖ℎ ∈ (𝑉𝑉ℎ)3
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図１ Insecam サイト画面 
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きたい！「無線 LAN 情報セキュリティ 3つ
の 約 束 」 ”,https://www.gov-
online.go.jp/useful/article/201303/1.html 
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学生用 GPU 計算サーバの導入とパフォーマンス測定 
 
































２． GPU 計算サーバの基本仕様 
NVIDIA Tesla V100 32GB を搭載した GPU 計
算サーバを導入した。表 1 に基本仕様を示す。利
用資格・方法等については，総合情報基盤センタ
ーの Web ページ「学生用 GPU 計算サーバ（教育
利用）」[4] に記載されている。 
表 1 GPU 計算サーバの基本仕様 
CPU Intel Xeon Gold 5218 1 基 
メモリ 64 GB 2933 RDIMM 
GPU NVIDIA Tesla V100 32 GB 1 基 
OS Ubuntu 18.04.4 LTS 
Driver 440.64.00 / CUDA10.2 
 
機械学習の演習のために必要と思われるソフト
ウェアをインストールした。2020 年 4 月現在，イ
ンストールされている主なソフトウェアとそのバ
ージョンは以下の通りである。包括ライセンス契
約している MATLAB [5] と科学計算などのライ
ブラリが充実している Python を導入している。 
 MATLAB R2019b 
- 包括ライセンスに含まれるツールボッ
クス一式 
 Python 3.6.9 
- Chainer 7.0.0 
- Keras 2.3.1 
- PyTorch 1.3.1 
- TensorFlow 1.14.0 
- Theano 1.0.4 
３． パフォーマンス測定 
GPU計算サーバのパフォーマンスを測定した。
測定手法は，MATLAB を用いた GPU パフォー
マンスの測定[6], tf_cnn_benchmarks[7], Keras
のサンプルコード (mnist_cnn.py) [8]を用いた。 
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３.１  MATLAB を用いたパフォーマンス測定 
MATLAB を用いて，データ転送帯域，メモリ
帯域，倍精度 FLOPS を測定した。 
まず，関数 gpuArray を用いてローカルワーク
スペースの配列を GPU へ送信し，関数 gather を
用いて GPU 上の配列をローカルワークスペース
へ転送することでデータ転送帯域を測定した。配





実線は GPU へのデータ転送帯域，破線は GPU か
らのデータ転送帯域を表す。測定範囲内のピーク
値は，GPU へのデータ転送帯域は配列サイズ219




図 1 データ転送帯域と配列サイズの関係 
次に，関数 plus を用いて倍精度浮動小数点演算
のメモリ書き込みと読み込みを行うことでメモリ
帯 域 を 測 定 し た 。 配 列 サ イ ズ を 2𝑥𝑥 (𝑥𝑥 =




は GPU のメモリ帯域，破線は CPU のメモリ帯
域を表す。測定範囲内のピーク値は，GPU の場合
は配列サイズ228のとき平均 792.03 GB/s であり，
CPU の場合は配列サイズ222のとき平均 125.79 
GB/s であった。 
 
図 2 メモリ帯域と配列サイズの関係 
最後に，行列の乗算の処理時間から倍精度
FLOPS を 求め た 。行 列サ イ ズを 2𝑥𝑥 (𝑥𝑥 =
12, 14, … , 26)としたときの倍精度 FLOPS をそれ
ぞれ 20 回測定して平均値を求めた。 
図 3 に結果を示す。横軸は行列サイズ，縦軸は
倍精度 FLOPS，エラーバーは標準誤差を表す。実





図 3 倍精度 FLOPS と行列サイズの関係 







ResNet50, VGG16 の 4 種類を用いた。バッチサ
-29-
イズには，32, 64 の 2 種類を用いた。これらの全
8 通りの組み合わせに対して，それぞれ 10 回ずつ
測定して平均値を求めた。 
比較対象は，TITAN RTX，TITAN V，GeForce 
RTX 2080Ti，GeForce RTX 2080，GeForce GTX 





図 4 は AlexNet，図 5 は InceptionV3，図 6
は ResNet50，図 7 は VGG16 をそれぞれ学習モ








図 4 AlexNet の結果 
 
図 5 InceptionV3 の結果 
 
図 6 ResNet50 の結果 
 
図 7 VGG16 の結果 








V 上に Ubuntu の仮想マシンを作成している。表 
3 に仮想マシンの設定を示す。表 4 に Web サー
バの基本仕様を示す。 
表 2 演習用端末の基本仕様 
CPU Intel Core i5-8500 
メモリ 16 GB 
GPU Intel UHD Graphics 630 
OS Windows 10 Education 1903 
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表 3 仮想マシンの設定 
CPU 仮想プロセッサ 2 個 
メモリ 動的割り当て 
OS Ubuntu 18.04.4 LTS 
表 4 Web サーバの基本仕様 
CPU 仮想プロセッサ 4 個 
（Intel Xeon Platinum 8168） 
メモリ 7.5 GB 
OS Red Hat Enterprise Linux 7.7 
 
12 epoch を 1 試行として 5回測定し，1 epoch
当たりの平均値を求めた。 
図 8 に結果を示す。図中の VM が演習用端末
上の Ubuntu， WEB が Web サーバ，CPU が
GPU 計算サーバで CPU のみを用いた場合，GPU
が GPU 計算サーバで GPU を用いた場合の結果
である。横軸は 1 epoch 当たりの学習時間の平均
値，エラーバーは標準偏差である。演習用端末は
平均 55.6 秒，Web サーバは平均 37.8 秒，GPU
計算サーバで CPU のみを用いた場合は平均 16.4
秒，GPU を用いた場合は平均 4.1 秒であった。 
 








約 1/9 に短縮できることが分かった。仮に 10 
epoch 学習させると，演習用端末で約 9 分，Web
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図２ 数式記述問題の Moodle 表示例 
 

































































① 変数 A が 0～10 の場合 
  RAN::A=10 
① 変数 B が 1,3,5,7,9 の場合 




述し，A を別の変数として 1 から 10 の変数
を発生できるようにした。 




















 図７に Word でのグラフ問題の記述例を，






































 個別フィードバックの記述例を図 11 に，
Moodle での個別フィードバック例を図 12 と
図 13 に示す。 
 
図 11 個別フィードバックの記述例 
 
 









させるための記述例を図 14 に，Moodle での不






図 15 Moodle での不正解時フィードバック
表示 
 
2.6 Word での数式記述 










図 16 Word 数式エディタでの数式の作成 
 
図 17 Word での二次元形式から行形式への
変換結果 
 








図 18 Word から XML への変換 
 
 図 19 に図１で示した問題例のツール変換
結果を表示する。HTML 画面を，図 20 と図







図 19 変換結果のビューア表示 
 
 

















図 23 にオプション設定画面を示す。図 22 で
示す式を簡略化した場合，左辺と右辺の記述
内容が同じとなり，出題の意図と異なった評
価となる。図 24 に XML での禁止文字の設定
情報を示す。 
 
図 22 数式を簡略化せずに評価する例 
 
 
図 23 設定のオプション画面 
 
 
図 24 XML での禁止文字設定例 
 
2.9 XML から Word への変換  









布はされない。図 4 の XML 変換結果を Word
に逆変換した結果を図 25 に示す。 
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書を利用した Moodle 小テスト問題の一括作成(6) 
-数式記述問題の作成およびランチャーツールの改




情報政策課 技術補佐員 辻井 直美 

























































































































図 4. 予約内容の確認 
 
は利用中 または 予約済
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
X1




1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
X1 2.02001E+13 2.02001E+13 2.02001E+13 2.02001E+13 2.02001E+13 2.02001E+13
X2 2.02001E+13 2.02001E+13 2.02001E+13
X3 2.02001E+13 2.02001E+13 2.02001E+13 2.02001E+13






















































利用中 また  
1 2 3 4
日 月 火 水
X1 2.02002E+13 2.02002E+13 2.02002E+13

















-- 選択してください -- -- 選択してください --
検索
月から２か月
25 26 27 28 29
































































Adobe Illustrator・Adobe Photoshop を使用したポスターデザイン 
- コンピュータゲームを題材とした講演会のポスター制作を例に - 
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1回目：令和元年 11月 6日（水） 
13時 10分～14時 30分 
2回目：令和元年 11月 13日（水） 
   13時 10分～14時 30分 
3回目：令和元年 11月 20日（水） 
   13時 10分～14時 30分 
4回目：令和元年 11月 27日（水） 





受講者数  15名 















受講者数  26名 
















令和 2年 1月 30日（木） 



















令和 2年 3月 25日（水） 






























































 利用に関する詳細は，センターの Web ページを参照ください。 
 URL：https://www.itc.u-toyama.ac.jp/service/license/license.html 
 
令和 2 年 3 月 31 日現在 
 
 
ソフトウェア Ver. 利用用途等 利用申請資格者 




JMP(Windows， Mac OS) 15 データ分析／統計 本学の職員 
SPSS(Windows,Mac OS) 26 統計解析 本学の職員 




















総合情報基盤センター 技術補佐員 辻井直美 
      担当：    総合情報基盤センター 技術補佐員 辻井直美 
      場所：    五福キャンパス 総合情報基盤センター 第２端末室 
 
2. 講習会目的 























② どのようにこの講習会を知りましたか？  





























































































































































































































• 畑篤，上木佐季子，遠山和大，"Word 文書を利用した Moodle 小テスト問題の一括作成(6)－






• Yuki Todo，Zheng Tang，Hiroyoshi Todo，Junkai Ji，Kazuya Yamashita，"Neurons with 
Multiplicative Interactions of Nonlinear Synapses"，International Journal of Neural Systems，
Vol.29，No.8，pp.1950012-1--1950012-18，2019.6.12. 
• Hiroki Sakaguchi，Tadanobu Misawa，Kazuya Yamashita，Research on stock price predicting by 








• 柴田啓司，"新 Net Support School の授業での活用法"，富山大学総合情報基盤センター広報" 
Vol.16，pp.6-10，2019. 
















• 小川亮，上木佐季子，"一人 TT 研修プログラムの開発と評価 －教員免許更新講習における
研修プログラムの実践評価－"，日本教育工学会 2019 年秋季大会，2019.9.8（名古屋国際会
議場）． 
• 畑篤，上木佐季子，遠山和大，中原敬広"Moodle 小テスト問題の一括作成 －数式記述問題
支援ツールの改良及び代数学小テスト問題作成支援ツールの開発－"，MoodleMoot Japan 
2020，2020.2.27（オンライン）． 
• 畑篤，上木佐季子，遠山和大，"Moodle 小テスト穴埋め問題（数式記述問題を含む）作成" 
MoodleMoot Japan2020，2020. 
• 遠山和大，沖野浩二，山下和也，上木佐季子，大橋隼人，"富山大学の教養教育一元化に伴








• 沖野浩二，情報処理学会 CSEC 研究会 運営委員. 
• 沖野浩二，情報処理学会 特集号 編集幹事 
• 沖野浩二，学術情報処理研究 編集委員 
• 奥村弘，土木学会応用力学委員会計算力学小委員会，委員 
• 遠山和大，2019 年度日本海洋学会周期実行委員 
 
５．外部講演 
• 遠山和大，"Moment of Good-bye"－日欧の火葬場における風俗習慣の違い－"，浄願寺御正忌文
化祭, 2019. 
• 遠山和大，"Moment of Good-bye"－日欧の火葬場における風俗習慣の違い－"，日本葬送文化





• 遠山和大， "雪から読み解く地球環境"， 富山大学公開講座， 2019. 




2019 年 4 月から 2020 年 3 月までの、学内外のネットワーク利用状況は下記のとおりで
す。日中のピーク時には 1.5Gbps を超える通信が発生しており、日平均では、2018 年度の
通信実績と比較し、1.3 倍の 600Mbps 程度を観測しています。 
2017 年度末の FW、2018 年度末の外部接続用ルータを更新により、ネットワークの性能
不足が解消され、高負荷時にでも安定期に速度が出せるようになっています。












VPN の接続方法は，総合情報基盤センターWeb ページに掲載されています。 
URL: https://www.itc.u-toyama.ac.jp/inside/start.html 
 平成 31 年 4 月 1 日から令和 2 年 3 月 31 日までの接続状況は，次のとおりで，表１，２は VPN の
接続状況です。 







利用月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 
利用者数 2,149 2,211 2,244 2,307 2,425 2,493 
接続時間合計(hr) 6,698 6,763 6,737 6,735 7,559 7,613 
 
利用月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
利用者数 2,400 2,322 2,432 2,327 2,500 2,760 








利用月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 
利用者数 18,599 8,225 8,063 9,652 11,502 22,519 
接続時間合計(hr) 27,341 10,925 10,536 12,617 15,786 32,993 
 
利用月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
利用者数 18,138 8,526 7,630 8,944 12,701 16,680 













表１ 教職員の VPN 接続状況 
表２ 学生の VPN 接続状況 
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・1 階 第 1端末室 
・2 階 第 2端末室 
・2 階 リフレッシュルーム 
・3 階 第 3端末室 
・4 階 第 4端末室 
 共通教育棟 
・1 階 A11番教室（会議室） 
・2 階 A21番教室 
・2 階 A22番教室  
・2 階 A23番教室 
・3 階 A31番教室 
・3 階 A32番教室 
・3 階 A33番教室  
・3 階 A34番教室 
・4 階 A41番教室 
・4 階 A42番教室 
・4 階 A43番教室 
・2 階 B21番教室 
・3 階 B35番教室前廊下  
・1 階 C11番教室 
・1 階 C12番教室  
・1 階 C13番教室 
・2 階 C21番教室  
・2 階 C22番教室  
・1 階 D11番教室 
・1 階 D12番教室  
・1 階 D21番教室  
・1 階 D22番教室  
・1 階 E11番教室  
・1 階 E12番教室  
・2 階 E21番教室  
・2 階 E22番教室  
・2 階 E23番教室  
・2 階 学生控室コーナー  
・3 階 E31番教室  
・3 階 E32番教室  
・3 階 E33番教室  
・3 階 E34番教室  
・4 階 E41番教室  
・4階 E42番教室  
・4 階 E43番教室  








・2階 第 3講義室 
・2階 第 4講義室 
・2階 ラウンジ  
・3階 第 5講義室 
・3階 第 6講義室 
・3階 ラウンジ 
 人間発達科学部 
・第 1棟 1階 111講義室 
・第 1棟 1階 112講義室 
・第 1棟 1階 113講義室 
・第 1棟 1階 114講義室 
・第 1棟 1階 115講義室 
・第 1棟 1階 117講義室 
・第 1棟 2階 大会議室 
・第 1棟 2階 中会議室 
・第 1棟 2階 小会議室 
・第 1棟 4階 141講義室 
・第２棟１階 エントランス 
・第２棟 1階 211講義室 
・第２棟 2階 端末室 
・第３棟 3階 311講義室 
・第３棟 3階 331講義室 
・第３棟 3階 332講義室 
・第３棟 4階 341講義室 
・第３棟 4階 342講義室 
・第５棟１階 レンタルルーム 7   






・講義棟 1階 101講義室 
・講義棟 1階 102講義室 
・講義棟 2階 201講義室 
・講義棟 3階 301講義室 
・講義棟 4階 401講義室 
・演習棟 2階 昼間主コース学生控室 
・演習棟 4階 端末室 
・研究棟 2階 学生掲示板前 
・研究棟 2階 小会議室 
・研究棟 3階 資料室（２） 
・研究棟 4階 視聴覚室 
・研究棟 4階 情報処理室 
・研究棟 7階 中会議室 
・研究棟 7階 大会議室  
 理学部  
・１号館 1階 端末室 
・１号館 2階 講義室（A238) 
・１号館 2階 講義室（A239) 
・１号館 2階 C202 
・１号館 2階 コラボレーション（C205) 
・１号館 3階 A337 
・１号館 4階 コラボレーション（A424) 
・２号館 1階 エントランス 
・２号館 1階 会議室（B136） 
・２号館 2階 小会議室 
・２号館 1階 学部長会議室 
・２号館 2階 リフレッシュスペース 
・２号館 2階 多目的ホール（B243） 
・２号館 3階 リフレッシュスペース 
・２号館 4階 リフレッシュスペース 
 工学部  
・講義棟 1階 104 講義室（第１端末室） 
・講義棟 1階 105 講義室（第２端末室） 
・講義棟 1階 106 講義室 
・講義棟 1階 ホール 
・講義棟 2階 ホール 
・管理棟 1階 エントランス 
・管理棟 2階 1261号室（大会議室） 
・管理棟 2階 小会議室 
・管理棟 2階 中会議室 
・電気棟 2階 4210号室 
・大学院棟 1階 第１大学院演習室 
・大学院棟 2階 リフレッシュコーナー 
・大学院棟 3階 リフレッシュコーナー 




・1 階 ロッジア 
・1 階 多目的ホール 
・1階 11講義室 
・1 階 12講義室 
・1 階 クリエーションスペース 













































 AZAMI  
・AZAMI  













・2 階 廊下 
・3 階 大会議室（中） 
・3 階 大会議室（小） 
 共同利用棟 
・6 階 会議室 
 医学部研究棟 
・3 階 多目的ルーム 
 講義実習棟 
・1 階 大講義室 
・1 階 101教室 
・1 階 102教室 
・1 階 103教室 
・2 階 201教室 
・2 階 202教室 
・2 階 203教室 
・3 階 302教室 
・3 階 303教室 
・3 階 304教室 
・4 階 401教室 
・3 階 402教室 
・3 階 403教室 
 医薬共通棟 
・3 階 ゼミナール室 3前廊下 
 薬学新棟 
・7階 セミナー室 8 
 看護学科棟 
・１階 11教室   
・２階 22教室   
・３階 ラウンジ 
 看護学科新棟 






・1 階 多目的ホール 
・1 階 廊下 
・2 階 廊下 













 ・1階 エントランスホール 
・2階 エントランスホール（西） 

































・F-161 図書館 1F閲覧室 










































































表４ 令和元年度定期端末室利用状況（五福キャンパス）    は定期端末利用 
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表５ 令和元年度定期端末室利用状況（杉谷キャンパス）    は定期端末利用 
表５ 令和元年度定期端末室利用状況（高岡キャンパス）    は定期端末利用 
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白 黒：１面あたり 20 ポイント 
カラー：１面あたり 40 ポイント 
A4 用紙 
白 黒：１面あたり 10 ポイント 
カラー：１面あたり 20 ポイント 
 
  両面印刷の場合は１面分のポイント消費となります。 

























図 6 A4カラー印刷 
 
 




































































































図 1 令和元年度 月別ジョブ件数 
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